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 家庭から出るごみの約９割をもやすごみが占めています。 

減量化や資源化が可能なごみがどの程度含まれているのかを調べるため、 

令和４年８月と令和５年３月に、もやすごみのサンプル調査を実施しました。 

 ・   のついた容器包装類（商品が入っていたものや包んでいた 

もので、中身を取り出した後、不要となるもの）は、桃色袋で出して 

いただくと、プラスチック製品の原料などにリサイクルされます。 

 ・食品などは取り除き、水洗い水切りをして出してください。 

 ※容器包装以外のプラスチック製品（バケツなど）は茶色袋へ。 

 

③食品ロスが９．７％含まれていました。 

 ・本来はまだ食べられるのに捨てられている食品を捨てなくてもいいよう、 

買い物の前に冷蔵庫の中身を確認しましょう。 

※生ごみは、茶色の袋に入れる前に水切りすることで、ごみの減量につながります。 

 

★もやすごみの減量に向け、皆様のご協力をお願いします。 
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【結果の概要】もやすごみに含まれていた、減量化・資源化できるもの 

①古紙類が１２．６％含まれていました。 

 ・町内会等の集団資源回収に出していただければ、紙製品 

などにリサイクルされます。また、資源回収の実施団体 

には、回収量に応じて市から報奨金が交付されます。 

 ・ごみ焼却施設でも、平日や第３日曜日などに無料回収を 

実施しています（詳細は右の二次元コードへ）。 

 

②プラスチック製容器包装類が１１．２％含まれていました。 
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